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それらの Elephasには,別に genusあるいは sub一
genusの名が与えられているという事尖がある｡例えば
Archidishodonmel･Z-dionalis,PalaeoloxodonanLiqutLS.
MammuEhustrogonEeri.Mamnlutlzusprimigcnius
といった轍である｡これはいわばかつて化石人類が
Pz'EhecalZEhropuserecLus.HomeneatZderEhaLensz'S.
Homosapiensなどとよばれたのと似ている｡こうみて
くると,最新世における人轍の進化は.柾の交代という
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見地からすれば.必ずしも象の進化よりT.it速であったと
は云えないのである｡
このことは,一つには.化石動物の柾なり屈なりの判
定を,どのような韮町=こよって行うかという.古生物分
析学上の根水問題にかかわっている｡もう一つは.独特
のLJL活技術によって環矧こ働きかけ,独白の適応の仕方
をする人類という動物を,一般の野生動物と同じ奴点か
ら扱って.その進化を論ずることができるかという問題
である｡AustralopithecinaeからHomos(ゆielZSにい
たる形態の変化は,特に頭骨におけるように,ELephas
にもその他の動物にもみられないほど大きい｡例えば,
脳の布Utが前々100万4f･のnqに2Lf;･以上に増大した動物
は.人知のほかにはいないのである｡その原因について
は.所詮野生動物にはみられない人知独特の生活の仕方
に仰するほかはない｡化石人相の形態上の墓穴が柾の遇
いに相当するかどうかというような問題は,野生動物に
おける韮準では印し切れない繋,13を多分にもっていると
みなければならない｡
化石人類の分矧 こついて古生物学者の投げた放校が.
人類学者に反省の扱会を与えた忠義は大 きかった｡だ
が,今度は人類学者が古生物学者に対して新たな披紋を
投ずる番がきたようである｡
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